
令和７年度第１回外部評価委員会 行政評価制度の見直し等

１ 行政評価制度の見直し案

【今年度】

① 評価の分類の見直し

・事業コストの方向性の分類の変更、 縮小・廃止の検討基準を設定（執行率6割未満）

② 行政評価システムの設定の見直し

・論理エラーの設定（執行率6割未満＆拡充・現状維持→理由の記載が必須） など

③ 評価結果を人事課と共有（職員配置への活用を検討）

【令和８年度から実施（予定）】

① 財政部門と連携した所管課へのヒアリング

② 簡易評価を対象外
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➢ 新システムは、プログラミングの知識がなくても、業務のシステム化や効率化を実現することができるク
ラウドサービスで作成。 → 設定変更が容易。

➢ 今後は、システムのユーザビリティの向上を図るため、システム利用者である職員の意見をアンケート等
により把握し反映していく

評価シートの体裁の修正＜主な変更点＞
✓ コメント機能を追加
✓ 各課で必要な施策・事務事業の評価内容を一覧で出力可能
✓ 折れ線グラフ・円グラフでの出力可能
✓ 承認フローの設定が可能
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２ 行政評価システムの再構築
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➢ 区政の透明性をさらに高め、行政評価の取組に対する区民の理解を深めてもらうために、行政評価の

データをダッシュボードとして区の公式ホームページに掲載する（今年１１月頃公表予定）

事務事業評価（イメージ）

＜ポイント＞

✓ 事業費の予算額・実績額・執行率、

成果指標の計画・実績・達成率 をグラフ化し、

経年のトレンドの把握が可能となることで、

進捗状況や事務事業の効果等の把握が容易になる

✓ オープンデータとしての活用も可能
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３ 行政評価ダッシュボードの導入
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